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③ 政治上の主義又は施策を研究する目的を有する団体で，国会議員が主宰するものまたはその主要

な構成員が国会議員であるもの（いわゆる政策研究団体）（３号団体）。

④ 政党の支部で，国会議員に係る選挙区の区域又は選挙の行われる区域を単位として設けられるも

ののうち，国会議員に係る公職の候補者が代表者であるもの（みなし１号団体）。

⑤ 国会議員関係政治団体以外の政治団体（政党及び政治資金団体を除く。）のうち，各年中において

次のいずれかに該当する寄附の金額が１,０００万円以上となった政治団体は，その年及びその翌

年において国会議員関係政治団体であるものとみなして，国会議員関係政治団体の特例に係る規定

（これに係る罰則を含む。）を適用されます。（法第１９条の１６の３第１項）

・同一の国会議員関係政治団体（上記③を除く。）から受けた寄附の金額（国会議員関係政治団体

に係る公職の候補者が同一の者である２以上の国会議員関係政治団体から受けた寄附にあって

は，その金額の合計額。）。

・同一の上記③の国会議員関係政治団体から受けた寄附の金額。

－4－



－5－



１６

－6－



22

47

44

－7－



８２

－8－



１６

１７

－9－



������－10－



���������������������
����
	�������������

�������������
	�������� ���­�������

� ����������

�
�������������������� ������������­�����

���������������������������������������
�

����������������¡¢���������

£�����
	�������������������������
	������

�� ���­�������

��� ������
���

	

� �����
�����������

�����������������¤�¤�
��	������������
���

�����������¥¦��§��� ¨©�ª«�­�������§�	����

�������
��������¡¢���������

�¬��
����
	�������������������������
	���

���������� ���­�����	�����������
����
	���

����� ���­�������

� ������
�����������

������¤�¤�
�����®��������������������¤�¤�


��	������������
��¯�	�����������
����°��

������������¥¦��§��� ¨©�ª«�­�������

�¬��
����
	������������������
	����������

��� ���­��±�������

�� ����  ­­������������

��� �� 

���������������¤�¤�
��¤�����������
��²��

�����������¤�¤�
��®�����������¥¦�����³°��

�������
��¯�
�´� µ����¶��·�­��¸��¹º��� ¡¢�¥

¦������������������������¹º���­

�¬��� ­�����
��²������������»¼���±½�²�¾¿�

�¹º���

��� ���� �
��������������������·��­

À �����ÁÂ��¯�®����������¼����������� ������

���¥¦
	�����ÃÄ����ÅÆ�­�

�¬������¡¢������Ç������ �����ÅÆ�­��È��ÉÊ�

����－11－



　県選挙管理委員会のホームページ (https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/senkyo/）に掲載して

いますので，御活用ください。

　なお，県選挙管理委員会又は最寄りの地方支局にも備え付けてあります。
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　また近年，政治資金パーティー収入の不記載問題が大きく取り上げられたことを契機に，政治団体の

収支報告の適正の確保及び透明性の向上により政治に対する国民の信頼の回復を図るため，多くの政治

資金規正法の改正案等が議員立法として提案され，国会における審議を経て成立しました。それには，

国会議員関係政治団体の代表者の監督責任や罰則規定等が示されています。

③　政治上の主義又は施策を研究する目的を有する団体で，国会議員が主宰するもの又はその主要

な構成員が国会議員であるもの（いわゆる政策研究団体）。（３号団体）

④　政党の支部で，国会議員に係る選挙区の区域又は選挙の行われる区域を単位として設けられる

もののうち，国会議員に係る公職の候補者が代表者であるもの。（みなし１号団体）

⑤　国会議員関係政治団体以外の政治団体（政党及び政治資金団体を除く。）のうち，各年中におい

て次のいずれかに該当する寄附の金額が１,０００万円以上となった政治団体（１,０００万円以

上となった年及びその翌年において国会議員関係政治団体であるものとみなされます。）。

　・同一の国会議員関係政治団体（上記③を除く。）から受けた寄附の金額。（国会議員関係政治団体

に係る公職の候補者が同一の者である２以上の国会議員関係政治団体から受けた寄附にあって

は，その金額の合計）

　・同一の上記③に該当する国会議員関係政治団体から受けた寄附の金額。

①～⑤
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領収書，残高確認書及び差額説明書等について，政治資金適正化委員会が行う研修を修了した登録

政治資金監査人（政治資金適正化委員会が備える名簿に登録を受けた弁護士，公認会計士，税理士）

による政治資金監査を受けることが義務付けられます。また，収支報告書を提出するときは，政治

資金監査の結果に基づき作成される政治資金監査報告書を併せて提出しなければなりません。

（5）預貯金による政治資金の保管

　国会議員関係政治団体の政治資金については，国債証券等又は金銭信託による運用に係るものを

除き，銀行その他の金融機関への預貯金の方法により保管しなければなりません。

　また，国会議員関係政治団体の会計責任者は，３(1)の政治資金監査を受けるまでの間に，収支報

告書に記載すべき翌年への繰越しの金額が，収支報告書に記載すべき年の１２月３１日又は解散等

の日における預貯金囗座の残高を確認することができる書類「残高確認書」に記載された残高の額と

一致しているかどうかを確認しなければなりません。

　上記の確認により翌年への繰越しの金額が預貯金囗座の残高の額と一致しないことが判明したと

きは，政治資金監査を受けるまでの間に，その旨及びその理由を記載した書面「差額説明書」を作成

する必要があります。

（6）国会議員関係政治団体の代表者の監督責任

　国会議員関係政治団体の代表者は，収支報告書の記載に係る会計責任者の職務が政治資金規正法

の規定に従って行われるよう，当該国会議員関係政治団体の会計責任者を監督し，随時又は定期に

会計帳簿，明細書，領収書等，領収書等を徴し難かった支出の明細書等，振込明細書，残高確認書

及び差額説明書が保存されていること，会計帳簿には収入及び支出の状況が記載されており，かつ，

会計責任者が当該会計帳簿を備えていることを確認しなけれぱなりません。

　また，上記の確認の結果及び会計責任者による収支報告書提出時の代表者に対する説明並びに政

治資金監査報告書に基づき，当該国会議員関係政治団体の会計責任者が政治資金規正法の規定に

従って収支報告書を作成していることを確認し，その旨を記載した確認書を会計責任者へ交付しな

ければなりません。
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（5）預貯金による政治資金の保管

　国会議員関係政治団体の政治資金については，国債証券等又は金銭信託による運用に係るものを

除き，銀行その他の金融機関への預貯金の方法により保管しなければなりません。

　また，国会議員関係政治団体の会計責任者は，３(1)の政治資金監査を受けるまでの間に，収支報

告書に記載すべき翌年への繰越しの金額が，収支報告書に記載すべき年の１２月３１日又は解散等

の日における預貯金囗座の残高を確認することができる書類「残高確認書」に記載された残高の額と

一致しているかどうかを確認しなければなりません。

　上記の確認により翌年への繰越しの金額が預貯金囗座の残高の額と一致しないことが判明したと

きは，政治資金監査を受けるまでの間に，その旨及びその理由を記載した書面「差額説明書」を作成

する必要があります。

（6）国会議員関係政治団体の代表者の監督責任

　国会議員関係政治団体の代表者は，収支報告書の記載に係る会計責任者の職務が政治資金規正法

の規定に従って行われるよう，当該国会議員関係政治団体の会計責任者を監督し，随時又は定期に

会計帳簿，明細書，領収書等，領収書等を徴し難かった支出の明細書等，振込明細書，残高確認書

及び差額説明書が保存されていること，会計帳簿には収入及び支出の状況が記載されており，かつ，

会計責任者が当該会計帳簿を備えていることを確認しなけれぱなりません。

　また，上記の確認の結果及び会計責任者による収支報告書提出時の代表者に対する説明並びに政

治資金監査報告書に基づき，当該国会議員関係政治団体の会計責任者が政治資金規正法の規定に

従って収支報告書を作成していることを確認し，その旨を記載した確認書を会計責任者へ交付しな

ければなりません。

－16－



④ 　各年中において，同一の国会議員関係政治団体から受けた寄附の金額(国会議員関係政治団体

に係る公職の候補者が同一の者である２以上の国会議員関係政治団体から受けた寄附にあって

は，その金額の合計)又は同一の３号団体に該当する国会議員関係政治団体から受けた寄附の金

額が１,０００万円以上となったときは，当該金額が１,０００万円に達することとなった寄附

に係る上記の通知を受けた日から７日以内に，その旨，当該寄附に係る公職の候補者の氏名及び

その者に係る公職の種類等を届け出なければなりません。

⑦ 　国会議員・候補者等から平成19年法改正前に「被推薦書」を提出してもらい，課税上の優遇

措置の適用を「有」にしていた団体が，「無」に異動する場合は，国会議員・候補者から「寄附

金控除の適用の異動に係る公職者からの通知」を添付して届出事項等の異動届を提出してくだ

さい。

９
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第27号様式（第15条関係）

□衆議院議員 □参議院議員 □

□

貴団体は，私を推薦し,又は支持することを本来の目的とする政治団体として，政治資金規正法第19条の７

第１項第２号に係る国会議員関係政治団体に 年 月 日 から該当するため同法第６条

第１項又は第７条第１項の規定による届出をする必要があるので,同法第19条の８第１項の規定により通知します。

《備　　考》

なった年月日には、公職の種類に変更があった年月日ではなく、上記４の年月日とすること。

現 職

候補者等

氏 名
（ 公 職 の 候 補 者 等 の
氏 名 ※ 通 称 名 不 可 ）

令和

公職の候補者となった日又は政治団体から本来の目的として推薦し，若しくは支持されることとなった日

４ 国会議員関係政治団体に該当することとなった年月日には，衆議院議員若しくは参議院議員に係る

５ 公職の種類に異動があった場合には，「公職の種類」に異動後の公職の種類及び異動年月日を「衆

議院（候補者等）（令和　年　月　日から）」の例により記載し、国会議員関係政治団体に該当することと

のいずれか遅い日を記載すること。

２ 「公職の種類」には，衆議院議員，参議院議員の区分により，その職にある者にあっては「衆議院議員

（現職）」，その職の候補者及び候補者となろうとする者にあっては「衆議院議員（候補者等）」の例により，

該当する「□」に「レ」を記載又は黒塗り「■」等すること。

３ 「氏名」欄は，記名押印又は署名とし，署名は必ず本人が自署すること。

１ この用紙の大きさは，日本工業規格Ａ列４番とすること。

㊞

住 所
（ 公 職 の 候 補 者 等 の
住所※団体の事務所でない）

電 話 番 号
（ 左 詰 め で 記 載 ）

公 職 の 種 類
（ 該 当 す る も の を 選 択 ）

月 日

政 治 団 体 の 名 称

代 表 者 の 氏 名 殿

（　　　　年　　　　月　　　　日から）

国会議員関係政治団体に該当する旨の通知

令和 年
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第11号の２様式（第４条関係）
受
付

入
力

　　 年 月 日に国会議員関係団体から受けた寄附について、令和 年 月 日
政治資金規正法第19条の16の３第２項の規定による通知を受け、当該寄附により同条第１項第 号の金
額が1,000万円以上となつたため、同法第７条第２項の規定により、下記のとおり届け出ます。

□

□ 現　職
□ 候補者等

□

政治資金規正法第19条の16の３第１項第１号の国会議員関係政治団体に係る公職の候補者

（ふりがな）
氏名

総 務 大 臣
宮城県選挙管理委員会 殿

事 務所 の所 在地

代 表 者 の 氏 名

日

政 治団 体の 名称

　　４　「公職の種類」欄には、衆議院議員又は参議院議員の区分により、その職にある者にあつては「衆議院議員（現職）」、

　　　その職の候補者及び候補者となろうとする者にあつては「衆議院議員（候補者等）」の例により記載すること。

資金管理団体
指定の有無 有 ・ 無

告 示
予 定 日 ・　　・

国会議員関係政治団体とみなされた政治団体の届出

提出日 令和 年 月

記

《備　考》

　　１　この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とすること。

　　３　「□」内には、該当するものに「✓」を記入すること。

政治資金規正法第19条の16の３第１項第１号の寄附（同法第19条の７第１項第３号以外に係る国会議員
関係政治団体からの寄附）の金額が1,000万円以上になつたとき

政治資金規正法第19条の16の３第１項第２号の寄附（同法第１９条の７第１項第３号に係る国会議員関係
政治団体からの寄附）の金額が1,000万円以上となつたとき

　　２　代表者本人が届け出る場合にあつては本人確認書類の提示又は提出を、その代理人が届け出る場合にあつては当

　　　ては当該代理人の権限を証する書面及び本人確認書類の提示又は提出を行うこと。ただし、　代表者本人の署名そ

　　　の他の措置を講ずる場合は、この限りでない。

政治資金規正法第19条の16の３第１項第２号の国会議員関係政治団体

名称
政治資金規正法第19条の７第１項第３号

に係る国会議員関係政治団体

該　当

公職の種類

□ 衆議 □ 参議
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第11号の２様式（第４条関係）
受
付

入
力

　　 年 月 日に国会議員関係団体から受けた寄附について、令和 年 月 日
政治資金規正法第19条の16の３第２項の規定による通知を受け、当該寄附により同条第１項第 号の金
額が1,000万円以上となつたため、同法第７条第２項の規定により、下記のとおり届け出ます。

□

□ 現　職
□ 候補者等

□

政治資金規正法第19条の16の３第１項第１号の国会議員関係政治団体に係る公職の候補者

（ふりがな）
氏名

総 務 大 臣
宮城県選挙管理委員会 殿

事 務所 の所 在地

代 表 者 の 氏 名

日

政 治団 体の 名称

　　４　「公職の種類」欄には、衆議院議員又は参議院議員の区分により、その職にある者にあつては「衆議院議員（現職）」、

　　　その職の候補者及び候補者となろうとする者にあつては「衆議院議員（候補者等）」の例により記載すること。

資金管理団体
指定の有無 有 ・ 無

告 示
予 定 日 ・　　・

国会議員関係政治団体とみなされた政治団体の届出

提出日 令和 年 月

記

《備　考》

　　１　この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とすること。

　　３　「□」内には、該当するものに「✓」を記入すること。

政治資金規正法第19条の16の３第１項第１号の寄附（同法第19条の７第１項第３号以外に係る国会議員
関係政治団体からの寄附）の金額が1,000万円以上になつたとき

政治資金規正法第19条の16の３第１項第２号の寄附（同法第１９条の７第１項第３号に係る国会議員関係
政治団体からの寄附）の金額が1,000万円以上となつたとき

　　２　代表者本人が届け出る場合にあつては本人確認書類の提示又は提出を、その代理人が届け出る場合にあつては当

　　　ては当該代理人の権限を証する書面及び本人確認書類の提示又は提出を行うこと。ただし、　代表者本人の署名そ

　　　の他の措置を講ずる場合は、この限りでない。

政治資金規正法第19条の16の３第１項第２号の国会議員関係政治団体

名称
政治資金規正法第19条の７第１項第３号

に係る国会議員関係政治団体

該　当

公職の種類

□ 衆議 □ 参議
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第32号様式（第17条の２関係）

年 月 日に、収支報告書及び

《備　　考》

3

２第１項の規定による会計責任者からの説明の内容並びに登録政治資金監査人が作成した政治資金監査報

告書に基づき、会計責任者が、収支報告書に記載すべき事項を記載しており不記載や虚偽の記入がなく、収

支報告書を政治資金規正法の規定に従つて作成していることを確認しました。

令和 年 月 日

確認書

これに併せて提出すべき書面を示され、収支報告書が政治資金規正法の規定に従つて作成されていることに

ついて説明を受けました。

　私は、私が政治資金規正法第19条の12の３の規定に基づき随時又は定期に行つた会計帳簿等の保存、会

計帳簿への記載及び会計責任者が当該会計帳簿を備えていることに関する確認の結果、同法第19条の14の

　私は会計責任者である から、令和

２ 署名は必ず代表者本人が自署すること。ただし、心身の故障その他の事由により署名することができ

ないときは、記名押印をもつて自署に代えることができる。

　会計責任者から説明を受けた日が複数ある場合には、当該日付を全て記入すること。

政治団体の名称

4 　上記のほか、特記すべき事項がある場合には記載すること。

１ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とすること。

代 表 者 の 氏 名
（ 署 名 ）
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